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第2次総合計画

基本構想案
基本計画案まとまる

　
市
で
は
こ
の
程
、
昭
和
七
十
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
、
ま
・
ち

づ
ヽ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
二
次
総
合
計
画
の
基
本
計
画
案
を
、
市
総

合
計
画
審
議
会
（
委
員
長
・
谷
岡
武
雄
立
命
館
総
長
）
に
諮
問
。
昨

年
十
二
月
に
ま
と
め
た
基
本
構
想
案
と
合
わ
せ
て
、
同
審
議
会
の
答

申
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
構
想
・
計
画
案
で
は
、
緑
ゆ

た
か
な
住
み
良
い
都
市
建
設
に
向
け
て
、
生
活
環
境
・
都
市
基
盤
整

備
や
福
祉
・
教
育
に
つ
い
て
施
策
の
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

５
つ
心
柱
を
施
策
の
基
本
に

　
第
二
次
総
合
計
画
基
本
構
想
案

で
は
、
昭
和
七
十
年
の
本
市
人
口

か
干
八
万
四
干
〈
と
設
定
。
第
一

▲61年度にいよいよ一部供用開始の

　下水道（東宇治下水処理場）

構想案

次
総
合
計
Ｗ
茉
構
想
に
引
き
続

き
、
「
み
戸
狐
ゆ
た
か
な
住
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」
か
基
本

理
念
と
す
る
都
市
像
の
実
現
に
向

け
て
、
指
針
舎
不
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
施
策
の
基
本
と
し
て
次

の
五
つ
の
柱
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
住
民
自
治
の
確
立
を

目
指
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
Ｉ
活

。
動
の
促
進
と
市
民
参
加
の
市
政
の

推
進
。
二
つ
は
、
市
民
的
権
利
の

保
障
か
目
指
し
『
同
和
問
題
の

早
急
な
解
決
の
た
め
の
総
合
的
な

施
策
の
確
立
、
三
つ
は
、
健
康
で

豊
か
な
劈
μ
し
を
目
指
し
て
、
市

民
牛
活
の
向
上
と
社
会
福
祉
の
増

進
、
産
業
の
条
件
整
備
、
四
つ
は
、

心
の
豊
か
さ
を
目
指
し
て
、
学
校

教
育
、
社
会
教
育
、
市
民
文
化
の

充
実
、
ま
た
国
際
化
時
代
に
ふ
さ

わ
し
ぐ
広
く
世
界
の
諸
都
市
と
の

交
流
促
進
、
五
つ
は
、
安
全
で
快

適
な
暮
β
し
の
場
か
目
指
し
て
、

忠
扁
班
と
都
市
基
盤
の
整
備
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
未
了
。

　
ま
た
新
た
に
土
地
利
用
構
想
と

し
て
、
市
内
か
沢
の
五
ゾ
ー
ン
に

区
分
け
し
て
い
未
了
（
右
下
図
）
。

　
①
宇
治
橋
上
流
の
宇
治
川
周
辺

地
域
は
自
然
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
②

山
間
部
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
上
流
左
岸

地
域
は
農
林
茶
業
、
陶
芸
な
ど
の

生
産
環
境
整
備
ゾ
ー
ン
③
巨
椋
池

干
拓
田
や
横
島
町
大
幡
を
中
心
と

Ｎ
ん
十
Ｔ
Ｌ

　　　　土地利用構想図

自然環境保全ゾーン

生産環境整備ゾーン

農業振興ゾーン　　　　　．

□

す
る
既
成
田
は
、
農
業
振
興
ゾ

ー
ン
④
宇
治
地
区
は
観
光
拠
点
、

行
政
・
文
化
の
核
と
し
て
、
大
久

保
駅
周
辺
地
区
は
南
の
玄
関
口
と

し
て
拠
点
整
備
ゾ
ー
ン
⑤
そ
の
他

の
市
街
地
は
、
快
適
な
住
環
境
の

―
－
1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1

形
成
を
図
る
市
街
地
整
備
ゾ
ー
ン
。

　
構
想
案
で
は
、
こ
れ
ら
各
ゾ
ー

ン
ご
と
に
適
正
な
整
備
を
図
り
、

緑
ゆ
た
か
な
住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
構
造
と
王
地
利
用
を
図

る
方
向
舎
ふ
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
と

暮
ら
し
の
周
辺
整
備

　
一
方
、
基
本
計
画
案
は
こ
れ
ら

の
基
本
構
想
案
を
更
に
具
体
化
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
促
進
で

は
、
地
域
の
中
心
施
設
と
な
る
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
集
会
所
の
建

設
整
備
竃
市
民
参
加
の
行
政
で

は
、
広
報
・
広
聴
業
務
の
充
実
と
強

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
ず
。

　
社
心
一
福
祉
の
増
進
で
は
、
地
域

－－－・

計画案

で
の
援
護
体
制
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
、
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ

ー
の
育
成
な
ど
、
地
域
福
祉
活
動

の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
　
産
業
で
は
、
都
市
近
郊
農
業
の

促
進
な
ど
生
産
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
教
育
施
設
・

設
備
の
充
実
を
目
指
し
、
更
に
市

民
体
育
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の

高
揚
と
団
体
の
育
成
や
、
市
民
体

育
館
な
ど
施
設
整
備
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
未
了
。

　
暮
ら
し
の
周
辺
整
備
で
は
、
消

防
出
張
所
の
増
設
な
ど
消
防
体
制

の
強
化
・
充
実
、
公
共
下
水
道
事

業
の
推
進
で
水
洗
化
の
促
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
ず
。
ま
た
、

都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
駅
前

広
場
の
整
備
推
進
も
図
る
こ
と
と

し
て
い
未
了
。

　
こ
れ
ら
基
本
構
想
案
、
基
本
計

画
案
は
、
同
審
議
会
で
の
答
申
を

得
、
基
本
構
想
案
は
市
議
会
三
月

定
例
会
で
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
基
本
計
画

に
萬
つ
き
具
体
的
な
施
策
舎
不
す

実
施
計
画
か
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
ず
。

　第3回宇治川マラソン大会

総勢2,100人が出場
２月23日(日)午前10時スタート

　
第
三
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
二
月
二
十
三
日
剛
、

午
前
十
時
に
太
陽
が
丘
を
ス
タ
ー
ト
。
競
技
は
、
五
。
。
、

十
ｊ
．
二
十
ｊ
の
三
部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
大

会
で
は
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
畿
地
方
や
遠
く

は
九
州
、
東
北
地
方
か
ら
前
回
を
四
百
五
十
人
余
り
も
上

回
る
総
勢
二
千
百
十
二
人
が
参
加
じ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
六
十
三
年
京
都
国
体

に
向
け
て
、
盛
り
上
が
る
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
に
こ
た
え

る
た
め
、
五
十
九
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
当
日
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

距
離
別
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
５
ｊ
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り

　
御
旅
所
付
近
折
り
返
し
↓
（
元
の
コ
ー
ス
を
戻
る
）

▼
1
0
j
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り

　
↓
県
通
り
↓
平
等
院
南
門
前
↓
白
虹
橋
付
近
折
り
返

　
し
↓
平
等
院
南
門
前
↓
本
町
通
り
↓
御
旅
所
↓
市
役

　
所
前
↓
太
陽
が
丘

▼
2
0
j
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り

　
↓
県
通
り
↓
平
等
院
南
門
前
↓
白
虹
橋
・
↓
宇
治
川
右

　
岸
↓
朝
霧
商
店
街
↓
府
道
北
上
↓
黄
槃
公
園
折
り
返

　
し
↓
府
道
南
下
↓
朝
霧
商
店
街
↓
宇
治
川
右
岸
↓
白

　
虹
橋
↓
平
等
院
南
門
前
↓
本
町
通
り
↓
御
旅
所
↓
市

　
役
所
前
↓
太
陽
が
丘

　　★最終走者通過後、車両は通行可★車両は選手の直前の横断や、選手

　を追い越すことは出来ません★マラソンコースでは駐停車出来ません★

。交通規制・う回については警県官の指示Jこ従ってください★交通規制

　道路以外の道路も混雑が予想されます。ご協力をお願いします。

お
願
い
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宇治川マラソン大会の交通規制図

FMジョッキーと

講演会
市制施行35周年記念で

N
H
K
公
開
放
送
　
ゲ
ス
ト
神
野
美

加
ほ
か

　
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
制
施

行
三
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
共
催
で
「
Ｆ
Ｍ
フ
ァ
ミ
リ

ー
ジ
ョ
″
キ
ー
」
の
公
開
放
送
を

行
い
ホ
ヂ
。

　
ご
家
族
お
云
り
い
で
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
３
月
１
日
田
、
午
後

３
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
▼
出
演
者
・
：
殿
さ
ま
キ

ン
グ
ス
、
神
野
美
伽
、
米
倉
乖
ｙ

み
、
木
村
友
衛
、
青
芝
フ
″
ク
ー

キ
″
ク
▼
主
催
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
宇
治

市
・
帥
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
。

１日３月１日

文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
各
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
）
へ
。

　
な
お
、
当
ぼ
午
竺
時
か
屋

席
券
と
引
き
換
え
ま
す
。
開
場
は

午
後
二
時
か
ら
で
す
。
乳
幼
児
の

ご
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
（
助
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

俵
　
孝
太
郎
さ
ん

　
一
九
三
〇
年
東
京
生
ま

れ
、
東
京
大
学
文
学
部
倫

タ
ー
や
政
治
評
論
家
と
し
Ｉ

て
活
躍
。
「
人
事
と
は
な
一

に
か
」
「
わ
が
家
の
い
し
　
一

　
　
。
。
。
１
Ｉ
『
　
　
　
　
ず
え
』
な
ど
を
執
筆
。
　
　
一

：
’
：
’
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
‘
：
’
：
…
…
：
”
”
…
…
一

俵
孝
太
郎
さ
ん
が
講
演
「
転
機
に
立
つ
日
本
」

３
月
２
日

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で

は
、
市
制
施
行
三
十
五
周
年
を
記

念
し
て
講
演
会
を
開
孝
柔
ｙ
。

、
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
孝
・
３
月
２
日
面
、
午
後

１
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
▼
テ
ー
了
・
転
機

に
立
つ
日
本
（
仮
題
）
。

　
入
場
は
無
料
で
す
か
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
、
文
化

セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
各
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
）
、
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
の

各
公
民
館
へ
。

　
開
場
は
午
後
一
時
半
か
ら
で
す
。

満
席
の
握
－
、
入
場
を
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
ず
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

緑
ゆ
た
か
な
住
宅
都
市
へ

交
通
規
制
に
ご
協
力
を



ｌ
ｒ

閲行発
日Ｈ
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／
｀

ｊ年１
冊
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プ
ロ
は
鉄
製
を
使
用

使
い
や
す
さ
で
選
ぼ
う

家
庭
用

品

　
こ
の
ほ
ど
市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
、
身
近
な
日
用
品
に
つ
い
て
の
試

買
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
実
験
室
内
で
の
テ
ス
ト
で
は
な
く
、
モ

ニ
タ
ー
二
十
三
人
が
、
日
常
生
活
で
実
際
に
使
用
し
て
み
て
の
感
覚
や
使
い

勝
手
を
調
べ
て
み
た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
以
前
に
流
行
し
た
フ
″
素
樹
脂

加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
、
最
近
で

は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
ど
フ
し
て
で
し
ま
ぶ
。

ま
た
、
一
般
に
は
鉄
製
の
も
の
が

フ
ラ
イ
パ
ン

多
い
ぶ
つ
で
す
の
で
、
他
の
材
質

の
も
の
も
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
〈
調
査
方
法
と
内
容
〉

　
市
販
品
か
ら
、
使
い
や
す
そ
う

４
店
頭
に
並
ぷ
家
庭
用
品
、
選
ぷ
の
は
、

で
材
質
の
異
な
る
も
の
四
種
類
を

選
別
。
い
ず
れ
も
直
径
は
二
十
四

ｔ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
　
〈
⑥
鉄
製
〉
…
重
后
者
八
十

河
、
底
の
厚
み
Ｉ
・
六
φ
メ
ー
ト

ル
〈
⑥
鉄
製
の
シ
リ
コ
ン
樹
脂
加

工
仕
上
げ
〉
・
・
・
重
さ
仇
百
四
十
･
<

底
の
厚
み
Ｉ
・
六
、
ｆ
メ
ー
ト
ル
、
耐

熱
性
を
高
め
る
た
め
に
シ
リ
コ
ン

樹
脂
を
塗
布
〈
Ｏ
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ふ

製
〉
…
重
さ
七
百
二
十
二
鰐
、
底

あ
な
た
で
す

の
厚
み
四
、
ｆ
メ
ー
ト
ル
〈
⑩
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
製
の
フ
ッ
素
樹
脂
加
工

仕
上
げ
〉
・
・
・
重
塁
〈
百
四
士
一
巧
、

底
の
厚
み
二
・
五
、
ｆ
メ
ー
ト
ル
、

摩
擦
を
少
な
ぐ
離
型
性
を
良
く
す

る
た
め
フ
″
素
樹
脂
を
塗
布
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
下
表
の
と
お
り
、

三
種
類
の
調
理
に
使
ｍ
し
て
結
果

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
な
お
、

フ
ツ
素
樹
脂
加
工
の
も
の
に
は
、

説
明
書
ど
お
り
に
油
は
使
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
フ
ラ
イ
パ
ン
は
、
材
料
鷺
炒
（
い

た
）
め
る
用
途
で
使
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
炒
め
も
の
は
材
料
を
急

激
に
加
熱
す
る
程
、
お
い
し
ぐ
な

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
鉄
製
で

底
の
薄
い
も
の
が
最
適
と
言
え
ま

す
。
プ
ロ
の
料
理
人
が
鉄
製
を
用

い
て
い
る
の
も
。
。
実
は
こ
こ
に
理

由
が
あ
り
毒
司
料
理
の
味
か
疾

め
る
の
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
材
質
。

し
か
し
、
使
い
や
す
さ
は
柄
の
角

度
と
材
質
に
関
係
あ
る
ぷ
つ
で
す
。

柄
が
水
平
面
か
ら
少
し
上
向
き
の

角
度
に
傾
斜
し
た
も
の
が
使
っ
て

い
て
綴
れ
ま
せ
ん
。
水
平
に
近
い

お
ろ
し
器
も
、
日
常
よ
ぐ
使
用

の
時
　
ヽ
裏
ま
う

夏
ド
た
の
ざ
よ

昨
一
ま
化
ま
る

゜
力
い
μ
悪
さ
来
　
゜

映
ト
％
質
が
出
す

反
ッ
６
水
ち
が
ま

ニ
ジ
・
る
た
断
り

Ｃ
レ
4
5
よ
私
判
あ

確
ク
者
に
　
｀
な
が

適
に
持
染
で
切
要

を
既
所
汚
中
適
必

代
　
く
竟
た
　
く

一一作万

キー
ヶトツホ ツレムオ キ

ー
テス

⑥
　
鉄

い
　
げ
　
　
　
゜

早
焦
　
　
る

は
　
に
　
　
が

方
所
　
上

り
る
　
゜
仕

わ
　
た
く
ら

伝
あ
つ
く

の
　
の
　
が
　
っ

熱
火
め
ふ

げ
ら
い

焦
わ
し

と
や
い

い
　
ヽ
お

な
が
て

し
く
来

く
つ
出

早
が
く

手
め
か

割
が
　
　
・

い
　
火
　
　
る

す
で
　
　
い

や
ま
　
・
て

げ
味
い
し

焦
中
く
適

が
　
｀
に
に

面
に
り
ア

表
合
通
レ

⑧
シ
リ
コ
ン
樹
脂
加
エ

等
　
○
　
○

均
　
い
　
る

は
な
が

方
か
上

り
　
つ
　
仕

わ
　
は
ら

伝
め
く

の
　
げ
　
っ

熱
焦
ふ く

　
○

な
る
ごヅ’

あ
　
ふ

焼
通
と
は
　
　
　
゜

り
『
火
　
　
た

か
も
　
来

っ
　
に
　
・
出

し
味
る
く

が
中
い
よ

面
　
ヽ
て
番

表
け
っ
ー

⑥
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

い
か
　
け

遅
が
　
焼

は
間
　
に

方
｀
時
　
　
い

り
に
　
れ

わ
り
　
き

伝
上
　
・
は

の
来
る
面
　
・

熱
出
か
表
る

が
　
は

間
め
　
≒

時
げ
価

に
焦
か

哺
八
つ

カ
　
カ
　
ど

上
る
ん

来
か
と

出
か
　
ほ

が
く
間
し
時
　
い

に
　
お

Ｊｎ
　
ｆ
、

ヵ
　
ヵ
　
ｏ

上
る
た

来
か
来

出
か
出

⑩
フ
ｙ
素
樹
脂
加
ェ

等
　
が
た
　
゜

均
　
感
し
る

は
　
゜
ら
と
が

方
し
く
ッ
上

り
な
っ
夕
き

わ
は
ふ
ぺ
焼

伝
め
の
　
ヽ
に

の
げ
特
く
じ

熱
こ
独
な
感

す
く
　
　
ヽ

も
っ
　
　
は

て
ふ
　
に

れ
　
ヽ
・
子
　
・

入
ず
い
玉
る

を
ら
な
き
い

汁
ま
来
焼
て

子
固
出
す
し

玉
ぐ
ら
う
適

お
上

　
,

≪
I

く
焼

ｒ
よ
１
１
っ
　
に
　
゜

水
う
い

が
そ
な

面
し
ら

表
　
い
　
が

　
も
の
は
、
調
理
時
も
洗
う
時
も
場

　
所
を
取
る
ぷ
っ
に
管
び
れ
ま
し

　
た
。
柄
の
材
質
が
金
属
製
の
も
の

　
は
、
長
い
使
用
で
は
手
が
痛
く
な

　
り
ま
す
。
天
然
木
や
樹
脂
で
覆
っ

　
て
い
る
も
の
は
、
持
ち
や
す
い
も

　
の
の
、
洗
い
に
Ｉ
、
ま
た
短
す

・
ぎ
て
使
い
に
く
い
も
の
も
あ
り
ま

　
し
た
。

　
　
一
般
に
台
所
用
・
闘
、
価
格
と

　
使
い
や
す
さ
が
比
例
し
な
い
ぶ
コ

　
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
や
余
分
な
機
能

　
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
こ
れ
は
と
思
う

　
良
い
も
の
を
長
く
使
う
こ
と
に
心

　
掛
け
ま
し
ょ
う
。

す
る
調
理
器
具
で
す
。
購
入
時
の

注
意
点
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
ま

し
た
。

　
〈
調
査
方
法
と
内
容
〉

　
市
販
品
十
二
点
氷
炭
。
陶
器

製
二
点
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
六
点
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
四
点
、
ス
テ
ン

レ
ス
製
と
銅
製
が
各
一
点
で
す
。

　
調
査
に
際
し
て
は
、
リ
ン
ゴ
、

大
根
、
山
芋
、
土
シ
ョ
ウ
ガ
、
ナ
々

タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
を
使
用
。
材

料
か
ら
ま
と
め
た
結
果
は
、
次
の

ウ
ガ
ー
タ
マ
ネ
ギ
・
・
・
繊
維
が
多

い
た
め
、
目
立
て
の
粗
い
も
の
は

お
ろ
し
に
く
い
よ
ｙ
つ
で
す
▼
ニ
ン

ニ
ク
・
・
：
材
料
が
小
さ
い
の
で
、
目

が
立
ち
過
ぎ
て
い
る
も
の
は
危
険
。

　
材
料
に
よ
る
性
能
の
差
は
ほ
と

ん
丿
な
く
、
好
み
で
選
べ
ば
良
い

と
思
い
未
了
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
大

き
目
で
、
目
立
て
の
良
い
も
の
鴛

な
お
、
材
料
牽
ゆ
っ
く
り
お
ろ
す

と
、
味
が
丸
く
な
り
毒
了
。
大
根

お
ろ
し
の
場
合
は
、
葉
の
つ
い
て

い
る
方
か
ら
お
ろ
す
ぷ
つ
に
ト
鬘

’
し
ょ
う
。

形
が
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を

　
　
　
　
調
味
料
ポ
ッ
ト

　
調
味
料
ポ
ッ
ト
は
、
よ
く
尻
漏

れ
か
起
こ
し
示
ｙ
。
ま
た
買
う
時

も
、
見
た
目
刄
逗
別
す
る
こ
と
が

多
い
も
の
。
本
当
に
良
い
製
品
と

は
、
芦
刄
な
も
の
で
し
ょ
シ
か
。

　
〈
調
査
方
法
と
内
容
〉
’

　
材
質
に
よ
る
差
異
は
、
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ぺ
た
だ
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
製
な
ど
は
、
酢
や
し
ょ
う
油

で
容
器
が
変
質
（
酸
化
）
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
調
味
料
ポ
ッ
ト
に

は
適
し
て
い
な
い
ふ
つ
で
す
。

　
使
い
や
す
さ
で
は
、
ロ
が
広
く
、

持
ち
手
の
大
き
い
も
の
が
、
中
身

舎
Ｆ
Ｘ
れ
る
時
に
便
利
で
す
。

注
ぎ
ロ
の
形
に
よ
っ
て
は
尻
漏
れ

か
起
こ
し
毒
了
。
漏
れ
た
分
か
本

体
に
民
る
も
の
が
重
宝
で
す
。
ふ

た
は
、
片
手
で
開
閉
出
来
る
ワ
ン

タ
″
チ
式
の
も
の
が
便
利
。
大
き

さ
は
、
用
途
別
に
使
い
分
け
れ
ば

良
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
油
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
油
と
古

い
油
と
で
出
具
合
が
違
っ
て
い
ま

し
た
。

　
洗
い
や
す
さ
の
点
で
は
、
デ
ザ

イ
ン
が
シ
ン
プ
ル
で
、
ふ
た
の
取

り
は
ず
せ
る
も
の
が
良
く
、
中
ぶ

た
や
押
さ
え
な
ど
、
部
品
が
多
い

も
の
は
手
入
れ
が
大
変
で
す
。

粘
着
式
カ
ー
ペ
ッ
ト
ク
リ
ー
ナ
ー

バ
ｙ
　
／
ゾｙ　

ず
ン

゛｀
－
１
自
自
１
自
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
S
－
－
－
－
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
１　
Ｉ

　
一
　
Ｉ
　
Ｉ
　
゛

　
Ｓ
　
゛

　
゛

　
゛
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｀
　
・
　
゛

　
一
　
一
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一
　
一
　
一
　
｀

　
一

　
一
　
一
　
゛

　
Ｗ
　
｀
　
″
　
″
　
゛

　
゛

　
゛

　
｀

　
■
　
■
　
゛

　
゛

　
゛

　
゛

　
゛

　
゛

　
｀

　
一
　
゛

　
゛

　
゛

　
゛

　
゛

　
｀

　
■
　
゛

　
゛

　
゛

　
゛

　
゛

　
″
　
｀

　
Ｗ
　
一
　
゛

　
Ｉ
　
｀

　
Ｉ
　
゛

　
゛

　
゛

　
｀

　
一
　
Ｉ

　
一
　
゛

こ
と
が
、
座
式
の
長
所
で
し
た
。

　
粘
着
力
は
、
銘
柄
で
差
が
あ
り

ま
し
た
。
床
へ
の
接
触
面
積
が
広

い
も
の
が
、
や
は
昨
効
率
が
良
い

ぶ
フ
で
す
。
使
用
後
の
テ
ー
プ
の

は
が
し
や
す
い
こ
と
も
、
使
い
や

す
さ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
全
体
と
し
て
、
電
気
掃
除
機
で

は
取
り
に
く
い
糸
く
ず
や
ほ
こ
り
、

髪
の
毛
が
よ
く
取
れ
ま
し
だ
。
特

に
髪
の
毛
は
、
掃
除
機
で
は
ほ
と

ん
ど
取
れ
な
い
ぷ
っ
で
す
。

　
粘
着
式
カ
ー
ペ
″
ト
ク
リ
ー
ナ
。

１
は
、
音
を
発
せ
ず
小
回
吋
も
き

く
の
で
、
大
変
手
軽
で
す
。
赤
ち

ゃ
ん
や
病
人
の
い
る
家
庭
で
は
、

き
っ
と
重
宝
す
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
高
価
な
も
の
は
そ
れ
な
り
に

使
い
勝
手
が
良
い
と
い
ラ
結
果
が

驚手
　
‘

三手づくりおやっ

ホッカホカ　ゴマ揚げだんご

　
春
ま
だ
浅
い
日
の
一
日
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ホ
カ
ホ
カ
あ

っ
た
か
い
「
ゴ
マ
揚
げ
だ
ん
ご
」

を
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
さ
つ
恚
ｆ
は
年
間
か
通
し
て

手
に
入
り
や
す
い
繊
維
食
品
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
含
有
量
は
百
Ｉ

中
三
十
ミ
リ
愕
（
ミ
カ
ン
と
ほ

ぽ
同
じ
、
リ
ン
ゴ
の
十
倍
、
バ
ナ

ナ
の
三
倍
）
。
そ
し
て
、
材
料
に

使
用
さ
れ
る
粉
乳
と
づ
マ
は
、

日
本
人
の
食
牛
活
で
不
足
し
が

ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
（
百
^
｡
＾
中
千

百
～
千
三
百
ミ
リ
鰐
）
奮
て

含
ん
で
い
ま
す
。

　
　
☆
作
り
方
☆

①
さ
っ
恚
ｆ
は
皮
を
な
さ
、
適

　
当
な
大
き
さ
の
輪
切
り
に
し

　
て
、
し
ぱ
ら
ぐ
水
に
浸
し
た

　
後
、
蒸
し
器
で
蒸
す
。
柔
ら

　
か
く
な
っ
た
ら
、
別
の
な
べ

　
に
移
し
て
つ
ぷ
す
。

②
①
に
粉
乳
と
砂
糖
欠
唇
哭
に

　
わ
せ
、
火
に
か
け
て
練
る
。

　
火
か
正
め
て
か
ら
卵
黄
か
Ｊ

　
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
だ
ん
ご
状

　
に
丸
め
る
（
３
ぢ
位
の
大
き

　
さ
）
。

③
②
に
小
麦
粉
か
蛋
ぶ
し
て
卵

　
白
奪
ぐ
ぐ
ら
せ
、
ゴ
マ
を
ま

　
ぷ
ｙ
。

④
た
っ
ぷ
り
の
油
で
揚
げ
る
。

　
ゴ
マ
が
カ
ラ
つ
と
揚
が
る
程

　
度
で
出
来
上
が
り
。

　
　
　
ｇ
個
個
　
ｇ
　
ｇ
　
ｇ
　
ｇ
量

　
　
　
4
0 0
　
2
　
1
　
5
0
　
3
0
　
2
5
　
5
0
　
適

―
　
　
　
　
・
　
　
ト

料
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
欄
　
　
響
　
　
Ｉ
　
レ
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
一
　
　
一
　
つ
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一

材
　
‥
　
一
　
　
一
　
ム
　
ー
　
　
一
　
マ
　
ー

く
　
芋
　
‥
　
　
‥
　
キ
　
‥
　
　
‥
　
ゴ
　
‥

　
　
　
ま
　
黄
　
白
　
け
　
糖
　
粉
　
い
　
油

　
　
　
つ
　
　
　
　
　
乳
　
　
　
麦
　
洗
　
げ

　
　
　
さ
　
卵
　
卵
　
粉
　
砂
　
小
　
白
　
揚

　
、
近
年
、
ぶ
い
し
い
亦
に
消
費

者
の
関
心
が
高
ま
り
、
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
浄
水
器
が
出
回
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
浄
水
器
の
水
は

本
当
に
お
い
し
い
の
か
、
ま
た
使

い
や
す
さ
で
は
ど
ラ
な
の
か
を
、

水
道
水
と
比
較
し
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。

ま
し
た
。
Ｌ
が
し
、
お
茶
や
料
理

な
ど
、
い
っ
た
ん
煮
沸
し
た
場
合

に
は
、
浄
水
器
と
水
道
と
の
差
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
水
道
水
の
に
お
い
は
、
塩
素
が

主
で
あ
り
、
加
熱
す
れ
ば
消
失
し

ま
す
。
浄
水
器
に
水
道
水
を
通
せ

ば
手
軽
に
塩
素
臭
を
消
せ
車
ふ
、

豆
知
識

毛皮製品の

手入れと保管

手
入
れ
の

　
ポ
イ
ン
ト

４ｒ
Ｄ
［
Ｄ

暮
ら
し
の
情
報

好
み
で
選
べ
ば
良
い

　
　
　
　
　
お
ろ
し
器

手
軽
で
重
宝

衛
生
面
に
注
意
が
必
要

浄
水
器
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買い過ぎにご用心

クレジットカ

ード

　
現
在
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
。
さ
劣
笙
な
カ
ー
ド
が
あ
ふ

れ
て
い
未
了
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
異
っ
た
性
格
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
き
ち
ん
と
そ
の
性
格
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
キ
ャ
ご

を
目
由
に
引
き
出
せ
る
も
の
で
あ

り
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
前
払
い

し
た
代
金
分
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
も
の
。
そ
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
は
、
前
借
り
で
物
品
や
サ

Ｉ
ピ
ス
の
提
感
恩
庁
、
後
で
決

済
を
行
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ク
レ
ジ
″
ト
カ
ー
ド
は
現
金
の

替
わ
り
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

別
名
ジ
ラ
ス
チ
ッ
ク
マ
ネ
ー

と
も
呼
ぽ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現

金
の
支
払
い
聚
ま
で
行
ラ
幻
け
で

す
か
ら
、
そ
の
本
質
は
居
金
カ

ー
ド
″
だ
と
言
え
ま
ず
。

　
取
引
の
仕
組
み

　
ク
レ
ジ
″
ト
カ
ー
ド
は
、
銀
行

系
、
信
販
系
、
流
通
系
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
機
関
か
ら
発
行
。
そ
し

て
代
金
の
分
割
払
い
や
キ
ャ
こ

ン
グ
（
借
金
）
出
来
る
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
流
通
系
の
場
合
、
カ
ー
ド
発
行

者
（
販
売
者
）
と
会
員
（
消
費
者
）
だ

け
が
当
事
者
で
、
通
常
の
販
売
・
貸

し
付
け
と
同
じ
。
一
方
、
銀
行
系

と
信
販
系
の
場
合
は
、
発
行
者
と

会
員
の
外
に
販
売
店
が
当
事
者
と

し
て
加
わ
り
ま
す
（
下
図
参
照
）
。

　
約
款
を
よ
く
読
ん
で

　
と
こ
ろ
で
、
カ
ー
ド
が
盗
難
な

ど
で
不
正
使
用
会
鮭
時
、
所
有

者
（
会
員
）
が
盗
難
保
険
に
加
入
し

て
い
れ
ば
、
損
害
額
の
全
部
ま
た

は
一
部
が
保
除
が
硲
私
り
れ
ま

消
費
生
活
講
座
の
受
講
生
を
募
集

女
性
と
暮
ら
し

　
今
回
は
「
女
性
と
Ｕ
ら
し
」

を
テ
ー
マ
に
開
設
。
多
数
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
マ
日
程
・
内
容
…
０
２
月
2
0

日
出
＝
「
い
つ
ま
で
も
美
し
ぐ

あ
る
た
め
に
」
（
お
話
と
実
技
）
、

仏
教
大
学
助
教
授
・
小
倉
美
津

子
さ
ん
ｏ
２
月
2
7
日
出
ａ
「
女

　
亀
　
　
ｌ
ｊ
　
１
４
　
Ｉ

時
は
す
環
し
時
お

ヽ
で
ま
　
ヽ
う
る
て

は
果
れ
は
こ
す
え

況
結
わ
向
　
・
択
蓄

状
卜
伺
指
す
選
を

く
Ｉ
が
の
ま
を
識

巻
　
と
者
れ
ス
知

り
ヶ
こ
費
ら
ピ
品

取
ッ
た
消
え
一
商

を
ア
し
の
考
サ
ら

者
活
来
へ
も
や
か

費
生
到
水
と
品
ろ

消
費
が
然
し
商
ご

　
消
代
自
返
な
日

す
。
こ
の
よ
ラ
な
不
正
使
田
い
任

や
、
カ
ー
ド
使
用
手
教
料
、
分
割

払
い
時
の
金
利
な
ど
は
約
款
（
心
一

員
規
約
）
に
規
定
。
よ
ぐ
Ｉ
誂
ん
で
、

内
容
を
把
握
し
て
お
孝
ま
し
ょ
う
。

　
〈
利
用
上
の
注
憲
〉

　
▼
所
持
カ
ー
ド
の
性
格
を
よ
く

知
る
こ
と
▼
買
い
過
ぎ
、
借
り
過

ぎ
、
遊
び
過
ぎ
は
禁
物
。
自
分
の

収
入
を
目
覚
す
る
こ
と
▼
支
払
い

遅
延
に
は
延
滞
料
が
？
量
子
。

クレジットカードくみ

　　　　　　(三者間クレジットカードの場合

)

悪質商法の手口

巧妙！

点検商法

キャッチ商法

性
の
自
立
」
、
牛
活
評
論
家
・
三

輪
昌
子
疹
ん
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
定
員
・
：

七
十
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
・
・

無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
役
所
商

工
観
光
課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）

へ
電
話
ま
た
は
直
接
▼
開
講
日

に
は
、
保
育
室
を
用
意
し
ま
す
。

2
0
日
は
体
m
か
せ
る
ぷ
つ
に

軽
装
で
。

支
払
い
日
夕
忘
れ
な
い
こ
と
▼
盗

難
や
紛
失
の
防
止
に
保
管
や
携
帯

に
注
意
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
◇

　
ク
レ
ジ
″
ト
カ
ー
ド
は
、
現
金

を
所
持
し
て
い
な
く
て
も
買
い
物

や
レ
ジ
ャ
ー
忿
響
応
る
便
利
な

冠
摂
で
す
。
し
か
し
、
カ
ー
ド

タ
莉
用
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
Ｉ
借

金
″
と
同
じ
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

蔵
十
分
に
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

３店盟加ぐ店売販
数手たじ応こ到Ｃ上売

皿ｔドＥ

と
お
り
で
す
。

　
▼
リ
ン
ゴ
ー
ナ
シ
（
二
十
世
紀
）

・
・
・
芦
沢
で
も
よ
く
お
ろ
せ
ま
し
た

▼
大
根
・
・
・
目
立
て
の
良
い
大
き
目

の
も
の
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
山
芋
…
こ
れ
で
も
よ
く
お
ろ
せ

ま
し
た
。
本
体
の
穴
か
ら
受
け
皿

に
落
ち
る
も
の
は
、
山
芋
に
粘
り

が
あ
る
の
で
、
不
便
▼
土
シ
ョ

　
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
落
ち
た
糸

く
ず
や
髪
の
毛
。
電
気
掃
除
機
で

は
、
大
変
取
り
に
く
い
も
の
で
す
。

最
近
で
は
、
簡
単
に
除
去
出
来
る

粘
着
式
カ
ー
ペ
ッ
ト
ク
リ
ー
ナ
ー

が
市
場
に
出
回
っ
て
い
ま
す
。
さ

て
、
使
い
勝
手
は
ど
つ
で
し
ょ
う

か
。

〈
調
査
方
法
と
内
容
〉

　
市
販
品
か
息
ハ
品
目
か
選
択
。

柄
の
長
い
も
の
（
立
式
）
が
四
点
、

短
い
も
の
（
座
式
）
が
二
点
で
す
。

　
柄
の
長
さ
で
は
、
立
式
の
中
に

取
っ
手
の
安
定
性
が
悪
い
も
の
や
、

大
４
ぐ
て
手
軽
さ
に
欠
け
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
短
く
て
手
軽
な

〈
調
重
方
法
と
内
容
〉

　
三
点
の
浄
水
器
を
、
モ
ニ
タ
ー

の
各
家
庭
で
順
番
に
使
男
濾
（
ろ
）

材
に
は
、
全
て
活
性
炭
が
使
用
さ

れ
て
い
毒
了
。
調
査
項
目
は
、
に

お
い
、
味
、
使
い
や
す
さ
な
ど
。

　
味
や
に
お
い
の
点
で
は
、
氷
を

つ
く
っ
た
時
に
、
浄
水
器
の
水
を

使
っ
た
方
が
良
い
結
果
を
得
ら
れ

同
時
に
殺
菌
力
を
減
じ
て
し
ま
い

車
ゐ
で
、
く
み
置
き
の
水
は
使

用
し
な
い
方
が
無
難
で
す
。

　
結
論
的
に
は
、
浄
水
器
の
必
要

性
は
感
じ
β
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
、
殺
菌
力
を
維
持
す
る
と
い

う
衛
生
的
な
面
か
ら
考
え
る
と
、

浄
水
器
の
使
用
に
は
十
分
注
意
が

必
要
で
す
。

悪
質
商
法
の
手
口

　
　
「
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
の
点
検
に
来

た
」
と
言
う
の
で
、
見
る
だ
け
な

の
が
ろ
シ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
一

万
八
千
円
盈
渠
－
。
驚
い
て
、

う
ち
の
は
八
ヵ
月
前
に
Ａ
社
に
取

詐
付
け
て
も
ら
っ
た
新
品
だ
か
ら

と
言
っ
て
断
っ
た
ら
、
「
私
は
Ａ
社

の
下
請
の
Ｂ
社
の
者
で
、
無
料
点

検
に
回
っ
て
い
る
。
お
宅
の
ト
イ

レ
フ
ァ
ン
に
は
別
の
部
品
（
臭
気

筒
中
を
掃
除
す
る
も
の
）
を
取
り

付
け
た
の
で
、
そ
の
代
金
を
支
払

っ
て
ｔ
ｙ
り
い
た
い
Ｉ
－
と
言
う
こ

と
だ
っ
た
。

　
こ
の
手
口
は
、
無
料
点
検
な
ど

と
い
う
名
目
了
手
屑
費
者
を
安

心
さ
せ
て
お
き
、
頼
み
も
し
な
い

部
品
を
勝
手
に
取
的
｛
付
け
ア
モ
の

代
金
を
強
引
に
要
求
す
る
も
の
で

す
。
部
品
は
そ
れ
程
必
要
性
の
あ

る
も
の
で
は
な
く
、
価
格
も
法
外

な
金
額
で
あ
る
こ
と
が
多
い
ぷ
コ

で
す
。
こ
の
外
に
も
い
ろ
ん
な
手

口
で
い
ろ
ん
な
商
品
か
売
り
つ
け

て
い
ま
す
。
消
費
者
は
だ
ま
さ
れ

な
い
ぷ
つ
に
、
必
要
の
な
い
も
の

は
キ
″
パ
リ
断
る
強
い
態
度
で
望

み
ま
し
ょ
う
。

　
Ａ
子
さ
ん
は
、
あ
る
日
街
角
で

呼
び
止
め
ら
れ
、
若
者
の
趣
味
や

希
望
に
つ
い
て
の
各
種
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の

内
に
、
も
っ
と
話
か
聞
い
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
た
の
で
喫
茶
店
へ
つ

い
て
行
き
、
そ
こ
で
あ
る
ク
ラ
ブ

へ
の
入
心
寧
誘
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ク
ラ
ブ
に
は
文
化
教
室
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
あ
り
、
入
必
一
者

は
い
ず
れ
に
も
参
加
が
自
由
と
の

こ
と
。
ま
た
、
各
地
の
寵
掘
設

が
割
安
で
利
用
出
来
る
と
い
ラ
好

条
件
。
勧
誘
員
の
ト
手
な
話
に
の

せ
ら
れ
、
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
に
バ

ラ
色
の
未
来
が
約
東
さ
れ
る
と
信

じ
た
Ａ
子
さ
ん
は
、
そ
の
場
で
契

約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
ぶ
し
、
実
際
に
は
そ
の
ク
ラ

ブ
の
文
化
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室

で
す
。
不
用
な
品
物
や
、
譲
っ
て

欲
し
い
品
物
が
あ
れ
ば
、
至
急
ご

連
絡
を
。
受
け
付
け
は
、
二
月
二

十
八
日
脚
ま
で
で
す
。

は
、
自
分
の
好
み
に
は
合
わ
な
い

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
宿
泊
施
設

か
莉
用
し
よ
ラ
と
し
て
も
、
そ
れ

が
遠
方
で
あ
っ
た
り
、
施
設
と
会

員
権
販
売
会
社
と
の
提
携
が
無
く

な
っ
て
い
た
り
し
て
、
十
分
に
利

用
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

　
更
に
解
約
を
申
１
　
　
入
れ
た
と
こ

ろ
、
規
約
を
盾
に
申
し
込
み
手
続

き
金
、
会
員
登
録
料
共
に
返
還
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
や
レ
ジ

ャ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
の
会
員
権
は
、

数
も
種
類
も
た
く
さ
ん
出
回
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

会
員
権
に
は
、
全
く
法
的
規
制
が

あ
り
ま
せ
ん
。
一
昨
年
の
割
賦
販

売
法
の
改
正
に
際
し
て
も
谷
員
権

に
つ
い
て
は
規
制
が
見
送
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
は
、

勁
ら
員
の
甘
い
言
葉
に
だ
ま
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
常
に
覚
め
た
目
で

契
約
内
容
を
十
分
に
確
か
め
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
わ
ゆ
る
ぶ
た
り
商
法
乞
呼

ば
れ
る
も
の
は
、
消
火
器
や
表
札

な
ど
に
限
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
よ
フ
な
例
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
家
に
、
「
宇
治
市
の
乳
児
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
お
子
さ
ん
の
幼
児
教

育
の
こ
と
で
お
伺
い
し
ま
し
た
」

と
い
う
こ
と
わ
り
で
の
訪
問
が
あ

り
ま
し
た
。
初
め
は
幼
児
の
知
能

発
達
に
つ
い
て
の
話
で
し
た
。
教

育
的
な
内
容
で
も
あ
り
、
市
役
所

か
ら
の
訪
問
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

　
　
登
録
中
の
品
物
　
言
言
丿
鍔
奸

　
　
《
譲
り
ま
す
〉
：
ホ
務
机
、
ス
　
都
市
ガ
ス
湯
沸
か
し
器
、
石
油
ス

ジ
″
パ
立
て
、
座
敷
机
、
三
面
鏡
、
　
ト
ー
ブ
、
石
油
温
風
ピ
ー
ク
人
工

応
接
セ
″
ト
、
ダ
ブ
ル
ベ
″
ド
、
力
　
事
要
）
、
都
市
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ゴ
ム

ー
ペ
″
ト
、
ベ
ビ
ー
ベ
″
ド
、
電
子
　
編
み
機
、
ミ
シ
ン
（
家
庭
用
・
職
業

敷
毛
布
、
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
あ
ん
か
、
用
）
、
ク
ラ
リ
ネ
″
ト
、
電
気
オ
ル

掘
り
こ
た
つ
、
電
気
炊
飯
ジ
ャ
ー
、
ガ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
″
ク
ひ
ょ
う
た

冷
凍
冷
蔵
庫
、
生
ビ
ト
い
ル
冷
却
機
、
ん
池
、
池
の
浄
水
器
、
火
鉢
、
バ
イ

電
動
芝
刈
り
機
、
洗
濯
機
、
都
市
　
ク
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
。

　
　
〈
譲
っ
て
欲
し
い
〉
…
ベ
ッ
ド

　
（
シ
ン
グ
ル
・
折
的
｛
た
た
み
・
ソ
フ

ァ
ー
｝
、
本
箱
、
レ
ザ
ー
張
り
い

す
、
食
卓
用
テ
ー
ブ
ル
、
応
接
セ
″

ト
、
食
器
棚
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
、
ペ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
ベ

ビ
ー
運
搬
用
か
ご
、
ベ
ビ
ー
た
ん

す
、
乳
母
車
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
、
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
、

小
型
冷
蔵
庫
、
扇
風
機
、
ホ
ー
ム
こ

ま
に
あ
に
傾
聴
ご
に
ぶ
し
、
そ
の

内
に
教
材
の
購
入
を
薦
め
ら
れ
、

長
々
と
話
か
聞
い
た
手
前
、
こ
の

家
で
は
断
り
切
れ
ず
に
契
約
を

し
て
し
ま
っ
た
ぶ
つ
で
す
。

　
本
当
は
購
入
の
祭
割
な
か
っ

た
の
で
、
勧
誘
員
の
去
っ
た
後
、

解
約
を
し
よ
夕
久
覆
に
連
絡
。

し
か
し
、
「
智
罰
届
く
ま
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
解
約
は
商
品
を

見
て
か
ら
で
も
・
・
・
」
と
引
き
延
ば

し
の
説
得
を
さ
れ
、
そ
う
こ
４
１
　

る
内
に
、
と
フ
と
う
ク
ー
リ
ン
グ

ォ
フ
（
無
条
件
解
約
）
の
期
間
を
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
ラ
し
た

引
き
祗
は
し
は
、
一
般
的
な
手
口

で
す
。

　
こ
の
ぷ
フ
に
最
近
で
は
、
親
の

f
＋
Ａ
Ｗ
Ｇ
し
つ
け
へ
の
不
慣
れ
や

幼
児
教
育
へ
の
不
安
や
期
待
に
つ

け
込
み
、
公
的
機
関
と
勘
違
い
さ

せ
る
よ
シ
な
名
称
や
話
し
方
で
、

幼
児
教
材
を
売
り
つ
け
る
例
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
毎
年
入
学
や
進
縦
の

時
期
が
近
。
つ
く
と
、
教
育
委
員
会

や
学
校
の
名
を
か
だ
っ
た
り
、
推

薦
芦
れ
て
い
る
か
の
よ
シ
な
話
で
、

教
材
か
売
り
込
む
悪
質
な
訪
問
販

売
が
増
え
未
了
。

　
片
刃
な
商
品
で
あ
れ
、
市
な
ど

の
公
的
機
関
が
特
定
の
商
品
を
販

売
し
た
り
、
推
薦
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

た
つ
、
カ
セ
″
ト
デ
″
キ
、
除
湿

機
、
電
気
毛
布
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
湯

沸
か
し
器
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
Ｌ

Ｉ
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
、
動
力
ミ
シ
ン
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ミ
シ
ン
、
編
み
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
（
英
文
・
和
文
）
、
ピ
ア
ノ
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
も
ち
つ
き
用
せ

い
ろ
一
式
、
ぷ
ら
下
が
り
健
康
器
、

全
自
動
カ
メ
ラ
。

　
ｏ
ｗ
^
ｉ
s
;

:
i
"
>
j
i
＞
Ｈ
５
ｆ

ｍ
-
す
い
も
の
で
す
。
帰
宅

し
た
ら
風
通
し
の
良
い
所
で

数
時
間
陰
干
し
し
て
、
手
で

軽
く
た
た
い
て
ほ
こ
り
を
た

た
き
出
す
か
、
獣
毛
の
ブ
ラ

シ
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
ナ
イ
ロ
ン
ブ
ラ
シ
は

毛
か
傷
め
る
の
で
、
傅
り
な

い
方
が
無
難
で
す
。

　
②
雨
や
雪
で
ぬ
れ
た
時
に

は
、
老
ア
軽
く
振
っ
て
水
滴

か
落
と
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら

乾
い
た
布
で
軽
く
押
さ
え
て
、

水
分
を
拭
き
取
る
よ
ｙ
つ
に
し

ま
し
ょ
う
。
乾
燥
さ
せ
る
時

に
は
暖
房
機
や
直
射
日
光
に

当
て
な
い
よ
ラ
陰
干
し
し
、

自
然
乾
燥
を
行
っ
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
③
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
汚
れ

は
す
ぐ
に
ハ
ン
カ
チ
か
テ
ィ

ごっ
た
後
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
で
軽

く
た
た
き
出
す
ぷ
つ
に
拭
き

取
り
ま
す
。
汚
れ
が
残
る
場

合
は
、
早
く
専
門
の
業
者
に

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　
④
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
必
ず

専
門
の
業
者
に
依
頼
鴛
普

段
利
用
し
て
い
る
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
が
、
専
門
業
者
と
特

約
し
て
い
る
か
ど
２
　
ぶ
会

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
管
時
の

　
　
　
ポ
イ
ン
ト

　
①
ダ
ン
ス
に
仕
舞
う
時
に

は
事
前
に
数
時
間
陰
干
し
を

行
い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
は

こ
り
奎
朕
章
零
す
。
防
虫
剤

は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
’
‐
パ
ー
な

ど
に
包
ん
で
、
直
接
毛
肌
に

触
れ
な
い
よ
ｙ
フ
に
し
蛋
し
ょ

　
②
毛
皮
に
は
布
製
の
カ
バ

‐
‐
を
か
け
て
洋
服
ダ
ン
ス
に

つ
る
し
示
ｙ
。
他
の
洋
服
に

押
さ
れ
ぶ
ぶ
乱
れ
な
い
よ

う
、
前
後
の
空
間
に
十
分
余

裕
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
③
高
価
な
毛
皮
は
、
専
門

の
業
者
に
保
管
し
て
を
り
コ

方
が
安
全
で
す
。
保
管
料
は
、

毛
皮
価
格
の
五
§
位
で
す
。

L
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

今
す
ぐ
登
録
を

　
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

市
役
所
商
工
観
光
課
消
費
牛
活
係

・
豊
⑩
3
1
4
1
）
に
、
現
在
登
録

さ
れ
て
い
る
品
物
は
次
の
と
お
り

*
Ｓ
>
!
｡
Ｓ
<
Ｖ

≪
ｉ
ｓ
ｆ
ｔ
^
５
≪
｡
　
　
ノ
差
ｙ
ｉ
ノ
ー
ノ
Ｚ
ｙ
Ｚ
ｙ
Ｊ

　
暮
ら
し
の
情

報

巧

妙

点
検
商
法

キ
ャ
ッ
チ
商
法

か
た
り
商
法
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無
添
加
の
み
そ
作
り
を

木
幡
・
小
倉
両
公
民
館
で
講
習
会

　
木
幡
・
小
倉
両
公
民
館
で
は
、

み
そ
作
り
（
無
添
加
・
低
塩
分
）

講
習
会
を
開
き
未
了
。

　
〈
木
幡
公
民
館
〉

　
▼
内
容
・
と
き
…
こ
ラ
じ
作
り

＝
２
月
2
5
日
当
午
後
１
壁
Ｔ

４
時
。
み
モ
作
り
ふ
ハ
‘
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
。
こ
の
外
、
２
月
2
5
日

午
前
、
2
6
E
午
前
と
午
後
の
い
ず

れ
か
１
回
、
交
代
で
準
備
▼
と
こ

ろ
…
木
幡
公
民
館
▼
講
師
：
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
、
村
田
叔
子
さ
ん

▼
費
用
・
・
・
材
料
代
八
百
円
▼
持
参

品
…
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
で
準
備
に
も
参
加

出
来
る
人
▼
・
・
・
定
員
・
：
1
5
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
木
幡
公
民

館
（
木
幡
内
畑
3
4
の
７
・
豊
⑩
８

卜
参
加
者
の
共
同
作
業
で
米
こ
う
じ
作
り

　
　
（
6
0
年
２
月
、
小
倉
公
民
館
で
）

２
９
０
）
へ
材
料
代
奎
添
え
て
本

人
が
直
接
来
館
で
。
２
月
1
2
日
か

ら
受
け
付
け
。

　
〈
小
倉
公
民
館
〉

　
▼
内
容
・
と
き
・
：
こ
た
に
筰
り

―

ｌ

－

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

＝
２
月
1
8
日
㈹
、
午
後
１
時
半
～

４
時
。
み
そ
作
り
＝
2
0
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
。
こ
の
外
、
２
月
1
8
日

午
前
、
1
9
日
午
前
と
午
後
の
い
ず

れ
か
１
回
、
交
代
で
準
備
▼
と
こ

ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
申
し
込
み
・
・
・

小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
9
1
・

き
⑩
4
6
8
7
）
へ
材
料
代
か
添

え
て
、
本
人
が
直
接
来
館
で
。
２

月
1
2
日
か
ら
受
け
付
け
。
講
師
、

費
用
、
持
参
品
、
対
象
、
定
員
は

木
幡
公
民
館
と
同
じ
。

郷
土
史
講
座
を
開
催

　
宏
半
年
の
歴
史
の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
に
生
き
た
人
々
の

牢
活
や
出
来
事
か
通
し
て
、
そ
の

歴
史
の
Ｉ
こ
ま
を

探
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
▼
日
程
・
テ
ー

了
・
下
表
▼
時
間

・
：
午
後
７
時
～
９

時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小

倉
公
民
館
▼
・
・
・
申

込
み
・
・
・
は
が
き
に

　
「
郷
土
史
講
座
受

講
希
誤
と
明
記

し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号

郷土史講座日程表

小倉公

民館

を
書
い
て
、
２
月
2
2
日
出
ま
で
に

小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
9
1
・

き
⑩
4
6
8
7
）
へ
。
電
話
や
来

月日 テーマ 講　師

2/26
(水)
院政期の庶民の生活
　―民衆の芸能－ 若原英次さん

3/5
(水)
山城国一揆と宇治歴史資料館森田恭二副館長

3/12
(水)
茶師仲ヶ問
　　と茶壷道中、

若原英次5ん

3/19
(水)
大池をめぐる村々
　　　と民衆の生活

3/25
(火)
宇治市誕生
　とこれからの宇治

市企画管理部
竹内鐙三参事

館
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

未
了
。
申
込
者
は
全
員
受
講
出
来

求
ｙ
。
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

お
知
ら
せ

　
就
学
通
知
書

　
　
届
き
ま
し
た
か

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
四

月
に
宏
雨
立
小
学
校
、
中
学
校

へ
入
学
す
る
児
童
・
牛
徒
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
就
学
通
知
書
を
一

月
末
に
発
行
し
ま
し
た
（
新
小

学
校
１
年
生
・
・
・
郵
送
、
新
中
学
校

１
年
生
・
：
小
学
校
を
通
じ
て
）
。

　
通
知
書
が
届
か
な
い
握
－
、
ま

た
は
国
立
・
私
立
の
学
校
へ
入
学

す
る
人
、
住
所
を
変
更
す
る
人
は

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
入
学
式
は
、
小
学
校

四
月
八
日
叫
、
中
学
校
同
九
日
困

で
す
。
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
戦
傷
病
者
乗
車
券

　
引
換
証
の
交
付

　
昭
和
六
十
一
年
度
分
の
戦
傷
病

者
乗
車
漁
引
換
証
の
交
誼
讃
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
戦
傷
病
者

の
認
定
か
受
け
て
い
る
人
で
交
付

を
ご
希
望
の
人
は
、
戦
傷
病
者
手

556

第13回宇治市

社会教育研究集会

心
の
つ
な
が
り
と

生
き
が
い
を
も
と
め
て

と　き　２月i6a(日)

　　　　　正午～午後４時

ところ　文化会館小ホール

講演　　同志社大学名誉教授十

　　　　　　嶋田啓―郎さん

　　パネルディスカッション

　　　　にX^莉コ

●問い合わせ　社会教育課

　　　　　　(a⑩3i4i)

帳
（
４
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人
は
そ
の
壬
唄
趾
Ｂ
せ
て
）

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
福
祉
事

務
所
社
心
一
課
ま
刄
　
（
襲
諌
）

　
歴
史
資
料
館

　
第
１
回
歴
史
サ
ロ
ン

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
歴
史
に
親
元
で
い
た
だ

く
た
め
、
発
表
者
を
囲
ん
で
の
学

習
懇
談
会
、
第
一
回
歴
史
サ
ロ
ン

を
開
き
示
ｙ
。

　
▼
と
き
…
２
月
2
3
日
間
、
午
後

１
時
半
ト
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中

央
公
民
館
会
議
室
▼
テ
ー
マ
・
・
六

レ
ー
す
い
星
が
や
っ
て
き
た
卜
そ

の
年
な
に
が
お
こ
っ
た
か
▼
発
表

者
・
：
歴
史
資
料
館
・
辻
ミ
チ
子
館

長
▼
定
員
：
5
0
人
▼
申
し
込
み
…

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
「
歴
史
サ
ロ
ン
参
加
希
芦

と
書
い
て
、
宏
居
折
居
台
１
丁

目
、
宇
治
市
歴
史
資
料
館
（
豊
⑩

1
3
1
1
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
宇
治
保
健
所

　
難
病
相
談
と
講
演

　
宇
治
保
健
所
で
は
、
神
経
難
病

や
慢
性
腎
炎
（
主
に
小
児
対
象
）
に

り
患
し
て
い
泰
人
と
、
そ
の
疑
い

の
あ
る
人
、
そ
の
家
族
を
対
象
に

専
門
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
や
講

演
か
次
の
日
程
で
行
い
未
了
。

　
（
神
経
難
病
の
個
別
相
談
〉

　
▼
と
き
・
：
２
月
2
4
日
囲
、
午
後

Ｏ
時
半
受
け
付
け
、
午
後
４
時
半

ま
で
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
。

　
〈
慢
性
腎
炎
の
日
常
生
活
管
理
に

つ
い
て
Ｉ
講
演
と
相
談
〉

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
5
日
脚
、
午
後

Ｏ
時
半
受
け
付
け
、
午
後
４
時
半

ま
で
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
。

　
本
年
四
月
一
日
か
ら
、
珂
行

の
福
祉
手
当
制
度
が
廃
止
さ
れ

　
「
特
別
障
害
者
乖
当
」
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
ず
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
日
常
牛
活

で
常
時
、
特
別
の
介
護
今
套

と
ず
る
二
十
歳
以
上
の
在
宅
の

重
度
障
害
者
に
、
月
額
二
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
二

十
歳
未
満
の
重
度
障
害
児
に
対

し
て
は
、
福
祉
手
当
と
同
額
の

一
万
一
千
二
百
五
十
円
（
月
額
）

が
「
障
害
児
福
祉
手
当
」
と
し

吸
引
良
習
曼
給
さ
れ
未
了
。

　
〈
受
給
資
格
〉

　
　
「
特
別
障
害
者
手
当
」
か
受

給
ず
る
た
め
の
障
害
の
程
度
は
、

次
の
項
目
の
中
で
、
障
害
が
重

複
し
て
い
粂
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
①
両
眼
の
視
力
の
和
が
○
・
○

　
四
以
下
の
人

②
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
Ｉ
〇

　
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
人

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障

　
害
か
肴
す
る
人
（
両
上
肢
の

　
全
て
の
指
奮
ｙ
ハ
く
人
や
、
両

　
上
肢
の
全
て
の
指
の
機
能
に

　
著
し
い
障
害
か
肴
す
る
人
を

　
参
加
濫
掘
ず
る
人
は
、
２
月

1
7
日
囲
ま
で
に
宇
治
保
健
所
（
容

⑤
2
1
9
1
）
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

　
春
の
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
6
日
困
、
午
後

Ｌ
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
：
ひ
な
祭

り
に
ち
な
ん
で
春
の
料
理
▼
講
師

　
葛
）

④
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障

　
害
か
看
す
る
人
か
、
両
下
肢

　
を
足
関
節
以
上
で
欠
く
人

⑤
体
幹
の
機
能
の
障
害
に
よ
り

　
座
っ
て
い
る
こ
と
が
出
来
な

　
い
程
度
か
、
立
ち
王
が
る
こ

｢福祉手当制度｣が廃止

特別障害者手当に

日から４月１日から

　
仁
ｍ
巣
な
い
程
度
？
ハ

⑥
前
各
号
に
汚
旨
人
の
外
、

　
身
体
の
機
能
の
障
害
、
ま
た

　
は
長
期
に
ｐ
だ
蚕
静
夕
必

　
要
奈
良
両
状
が
前
各
号
と

　
同
程
度
幣
右
認
め
石
れ
る

　
状
態
で
あ
っ
て
、
Ｅ
常
牛
活

・
・
・
料
理
研
究
家
・
星
野
美
智
子
さ

ん
▼
定
員
・
・
・
3
6
人
（
先
着
順
）
▼

費
用
・
：
材
料
費
千
二
百
円
▼
申
し

込
み
・
・
・
府
立
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
（
宇
治
里
尻
7
1
－
９
・
豊
⑤

2
3
1
5
）
へ
材
料
費
か
添
え
て

直
接
。
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
独
居
老
人
の
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
8
日
㈹
、
午
前

　
が
出
来
な
い
程
度
の
人

⑦
精
神
の
障
害
で
あ
っ
べ
前

　
各
号
と
同
程
鷹
で
石
認
め

　
身
苫
程
度
の
人

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

詣
宕
場
良
黄
珀
対
ぞ
座

り
ま
＼
ん
の
で
ご
膨
忌
侃

①
身
体
障
害
者
更
牛
援
護
施
設

　
等
に
入
所
し
て
い
る
人

②
病
院
や
診
療
所
に
継
続
し
て

　
三
ヵ
月
公
馨
凡
て
入
院
し
て

　
い
る
人

　
ま
た
、
所
得
に
よ
っ
て
は
、

支
給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
ず
。

　
な
お
、
経
過
措
置
と
し
刄

現
在
福
祉
手
当
夕
受
給
し
て
い

る
人
（
本
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
認
鬘
栄
の
手
憶
蚤

し
て
い
る
人
を
含
Ｕ
）
で
、
本

年
四
月
一
日
か
斌
行
沢
］
る

特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資
格

と
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
の

な
い
人
に
は
、
引
露
堅
循
祉

手
当
が
支
給
鳶
ハ
ま
ｙ
。

　
お
問
い
令
幻
せ
は
、
孚
治
市
’

福
祉
事
務
所
・
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
豊
９
ｔ
ｔ
ｔ
ｌ
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
料
理
講
習
室
▼
対
象

・
・
・
市
内
に
在
住
す
る
6
5
歳
以
上
の

一
人
暮
白
し
の
人
▼
定
員
・
：
3
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
百
円
▼

持
参
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
▼

申
し
込
み
・
・
・
２
月
1
2
日
困
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
（
昔
⑩
5
6
5
0
）

へ
電
話
１

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
「
た
の
し
い
絵
」
展

　
宇
治
郵
便
局
で
は
、
頑
の
二
十

一
世
紀
へ
、
豊
か
な
地
域
社
角
つ

く
り
″
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
「
た

の
し
い
絵
」
展
を
開
き
示
了
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
L
O
日
出
～
1
8
日

脚
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後

４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
展

示
室
▼
内
容
・
・
・
市
内
の
私
立
幼
稚

園
、
年
長
組
園
児
全
員
の
「
た
の

し
い
絵
」
千
四
百
点
差
展
示
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
郵
便
局
）

申告漏れのないように

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は

年
末
調
整
で
そ
の
年
の
納
税
を

完
了
ず
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次

の
よ
シ
な
人
は
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円

多
額
の

医
療
費

次
の
よ
之
迫
合
は
確
定
申
告

か
ず
る
と
天
引
き
さ
れ
た
所
得

税
が
蜃
符
さ
れ
、
住
民
税
も
安

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
〈
多
額
の
医
療
費
を

　
　
　
支
払
っ
た
人
〉

　
病
気
や
け
が
で
多
額
の
医
療

　
た
診
療
代
、
治
療
代

②
治
療
、
療
養
の
た
め
に
必
要

　
な
医
薬
品
の
購
入
費

③
病
院
や
助
産
所
等
の
入
院
費

④
マ
？

　
師
、
き
ゅ
之
即
な
ど
の
治
療

　
を
深
け
る
た
め
に
支
払
っ
た

所
得
税
が
還
付

　
を
超
え
る
人

②
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

　
円
を
超
え
る
人
（
住
民
税
の

　
場
合
は
二
十
万
円
以
下
で
も

　
申
告
が
必
要
で
す
。
）

　
ま
た
、
確
定
申
告
奮
烏
必

要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、

費
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
下
表

の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金

額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、
次

の
よ
ラ
な
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
医
師
、
歯
科
医
師
に
支
払
っ

　
施
術
費

⑤
保
健
婦
、
看
護
婦
等
に
支
払

　
っ
た
療
養
上
の
世
話
の
費
用

⑥
助
産
婦
に
よ
る
分
べ
ん
の
介

　
助
料

　
な
お
、
控
除
か
受
け
る
場
合

は
、
医
療
費
の
領
収
書
等
か
添

　
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
〈
マ
イ
ホ
ー
ム
を

　
　
取
得
し
た
人
〉

　
住
宅
か
薪
築
し
た
り
購
入
し

た
場
合
で
、
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
と
き
に
は
、
入
居
し

た
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て

各
年
の
所
得
税
額
か
ら
一
定
額

が
控
除
さ
れ
未
了
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
庄
宅
取
得

控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
一
年

目
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
が
、

二
年
目
、
三
年
目
に
つ
い
て
は
、

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
ぐ
る
「

住
宅
取
得
控
除
証
明
書
」
な
ど

一
定
の
書
類
か
勤
務
先
に
提
出

す
れ
ば
年
末
調
整
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
所
得
税
確
定
里
に
つ
い
て

医療費控除の算式

｜負担した　　５万円又は　どちらか＿ll療≪ /最　高

　医療費　‾

{

所得の5％J少ない額‾控除額

(

200万円

)

｜　※　負担した医療費とは、支払った医療費から保険な

ｌ　　どで補てんされた額を差し引いた額をいいます。

の
お
問
い
令
幻
せ
は
ぶ
落
税

務
署
（
豊
＠
4
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
税
課
）

　
市
で
は
、
都
市
計
画
法
第
一
七

条
に
基
づ
き
次
の
計
画
案
か
縦
覧

し
て
い
未
了
。

　
▼
縦
覧
期
間
・
：
２
月
2
1
日
面
ま

で
▼
と
こ
ろ
・
：
市
翁
聊
都
市
計
画

課
▼
計
画
案
・
・
・
●
東
宇
治
地
区
街

路
（
つ
京
都
府
知
事
決
｛
濤
了
京

都
宏
緑
。
ふ
落
市
決
定
分
＝

宇
治
川
東
岸
線
・
明
星
線
・
黄
奘

公
園
須
留
線
・
南
山
南
北
線
・
木

幡
東
西
線
・
南
山
東
西
線
・
羽
戸

東宇治地区

都市計画案を縦覧

　　2月21日まで

山
線
・
川
東
京
大
線
・
大
和
田
広

芝
線
）
●
そ
の
他
の
街
路
｛
ご
宇

治
市
決
審
｝
了
里
尻
大
久
保
線
）

●
公
園
（
つ
京
都
府
知
事
決
定
分

＝
黄
奘
公
園
。
宇
治
市
決
定
分
＝

黄
槃
ふ
れ
あ
い
公
園
）
。

　
な
お
、
知
事
決
審
分
の
「
京
都

宇
治
線
」
「
黄
聚
公
国
に
つ
い

て
は
、
京
都
府
庁
や
宇
治
土
木
事

務
所
で
も
縦
覧
し
て
い
未
了
。

　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

サラリーマンの

確定申告
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